
基本目標4

心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち

【教育・生涯学習分野】



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策 ４－１　生きる力と思いやりを育む教育の充実

【めざすまちの姿】

H30事業費（千円）

特定財源
一般財源 H30 H31 H32

31,466

0

31,466

5,903

0

5,903

5,760

5,760

0

17,940

0

17,940

2,164

0

2,164

15,162

0

15,162

30,808

66

30,742

29,889

66

29,823

6
小・中学校スポーツ文化応援事
業

小・中学校の体育文化活動の振興を図り、市内小学校の児童が各種大会等に出
場する際の諸経費を支給することで保護者の負担を軽減する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

学校教育課7 英語指導助手招致事業
外国人英語指導助手を招致し、小・中学校で生きた英語を学ぶ機会を確保すると
ともに、国際理解教育の充実を図る。

継続 Ⅱ(3)

8 学校図書館利活用推進事業

市立図書館と連携して学校司書を配置し、学校図書館を有効活用することにより
読書の機会を増やし、子どもの豊かな心を育むとともに学力向上を図る。平成３０
年度は新たに２名の司書を配置し、平成３１年度までに全ての小中学校への配
置を完了する。

学校教育課
図書館

拡充 Ⅱ(3)

5
いじめ・不登校防止対策推進事
業

いじめ防止対策推進法施行を受け、子どもが安心して生活し学ぶことができる環
境をつくるため「白河市子どものいじめ防止条例」を制定し、いじめ防止等の対策
を総合的に推進する。また、いじめ・不登校の早期発見と望ましい学級づくりのた
め、学級の実態や一人一人の心理状態を把握するQ-Uテストを実施する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

2 入学一時金貸与事業
能力があるにもかかわらず経済的理由により修学が困難である者の保護者等に
対し、大学及び専修学校の入学一時金を貸与する。

継続 Ⅱ(2)

担当課

4
食品放射能測定システム検査
事業

市内の自校給食校並びに白河・大信給食センターに放射能測定システムを整
備、検査員を配置し、食材等を検査することにより、学校給食の安全・安心を確
保する。

継続 健康給食推進室

教育総務課

教育総務課

3 人材育成奨学金給付事業
学習意欲が高く成績が優秀でありながら、経済的理由により就学が困難と認めら
れる学生に対し、奨学金を給付し有能な人材を育成する。

継続 Ⅱ(2)

教育総務課

　知・徳・体のバランスの良い育成と、生き抜く力を育む教育、学校、家庭、地域が一体となった地域全体での教育環境
づくりを進め、郷土に誇りを持ち、白河の未来を拓く人材が育成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分
地方創生

事業

1 奨学資金貸与事業

経済的理由により就学が困難である者に対し、奨学金を貸与する。平成３０年度
より、若者支援と定住促進を目的に、奨学金の返還期間の延長（１０年→１５
年）、大学等を卒業後５年間市内に居住し、就労している場合に、返還金の一部
免除を実施する。

拡充 Ⅱ(2)



5,534

0

5,534

1,651

0

1,651

5,459

0

5,459

979

0

979

25,547

0

25,547

4,854

11

4,843

712

0

712

61,230

0

61,230

30,555

0

30,555

3,430

0

3,430

5,178

5,178

0

18 私立幼稚園振興助成事業 幼児教育の振興を図るため、市内の私立幼稚園に対して助成を行う。 継続 こども育成課

9 ＩＣＴ授業支援事業
情報化社会に対応できる人材を育成するため、専門知識を有する支援員を派遣
して、コンピュータ教育の充実を図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

学校教育課

12 土曜学習推進事業
希望する小・中学生を対象として、土曜日に自主的な学習の場を提供することに
より、児童の学習意欲を向上させる。平成３０年度は現在の５中学校区に加え、
白河第二中学校区でも実施する。

拡充 Ⅱ(3)

学校教育課13
学校基礎学力向上推進事業
（小・中学校）

小・中学校に非常勤講師を配置し、個に応じた指導を展開したり、授業の質的改
善や家庭学習を充実させたりして学力向上を図る。

継続 Ⅱ(3)

学校教育課

10 白河の歴史文化再発見事業
小峰城等の史跡や中山義秀記念文学館の見学、松平定信公の業績を学ぶこと
により、白河の歴史や文化について知識を深め、郷土に対する愛着や誇りを醸
成する。

継続 Ⅱ(3)

11
スクールカウンセラー活用事業
（小中学校）

スクールカウンセラーを配置し、不登校やいじめ等の問題行動の未然防止、早期
発見・対応のため、児童や保護者とのカウンセリングを行うとともに、教員とのコ
ンサルテーションを行い、問題の解決に取り組む。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

学校教育課16
特別支援員配置事業（小・中学
校）

特別支援教育支援員を小・中学校に配置し、障がいのある児童生徒が学校生活
や学習に円滑に取り組めるように支援する。

継続 Ⅱ(3)

17 特別支援員配置事業
発達面等の障がいをもつ園児に対して、個々の障がいに応じて継続的な支援指
導を行うことにより、健やかな成長を促進し、子育て支援の充実を図る。

継続 Ⅱ(3) こども育成課

15
特色ある学校教育推進事業
（小・中学校）

地域の歴史・文化を学ぶ際の、見学や体験学習の講師謝礼、また、発表の際の
教材費や材料費などを補助し、郷土愛育成のための特色ある教育活動の充実を
図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

14
不登校児童生徒適応指導教室
（さわやか教室）事業

不登校状態にある児童生徒に対して、学校復帰に向けての段階的・継続的支
援・指導を行う。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

19 幼稚園バス購入事業
老朽化したバス（ひがし幼稚園１台）を更新することにより、園児の通学時の安全
を確保する。

新規 こども育成課



460,243

383,586

76,657

33,824

33,800

24

29,734

0

29,734

600

0

600

43,680

43,600

80

279,055

217,600

61,455

20,000

0

20,000

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

給食センター21
白河市学校給食センター施設
設備改修事業

昭和６３年度に建設された施設・設備について、老朽化した食器洗浄機器、調理
機器等の更新を行い、将来にわたり安全・安心な給食を提供する。

継続

教育総務課20
釜子小学校建設事業・大規模
改修事業

昭和62年に建築された西側校舎の大規模改修、昭和48年に建築された体育館
の改築を行い、安全安全で快適な教育環境の整備を図る。

継続

25 白河第二中学校建設事業

白河第二中学校は、建築後４３年から５６年を経過し、建物本体及び各種設備等
の老朽化が著しいことから、平成２９年度に引き続き改築に向けて基本設計を実
施するとともに、実施設計、北側の敷地拡張のための用地購入及び移転補償等
を実施する。

継続 教育総務課

26
白河第一小学校施設設備改修
事業

老朽化により雨漏り等が発生している白河第一小学校の特別教室棟について、
屋根の改修、内壁のクリーニングや再塗装、トイレの修繕などを実施し、教育環
境を改善する。

新規 教育総務課

24
トイレ環境整備事業（小・中学
校）

家庭での洋式トイレの普及に伴い、和式を苦手とする児童・生徒が増加している
ことを受けて、小学校１０校、中学校４校のトイレを一斉に改修し、洋式化率を平
均７０％以上とする。

拡充 教育総務課

23
子どもの体力・運動能力向上事
業

子どもの体力・運動能力のために取り組んできた「コオーディネーショントレーニン
グ」について、一層の普及を図るため、指導方法をまとめたＤＶＤとテキストブック
を作成する。

新規 Ⅱ(3) 学校教育課

22
ＩＣＴ教育環境整備事業（小・中
学校）

ＩＣＴを最大限に活用した２１世紀にふさわしい学びの創造を目指し、電子黒板の
導入や校務用ＰＣの更新などを計画的に推進する。

拡充 Ⅱ(3) 学校教育課



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策 ４－２　青少年の健全な育成

【めざすまちの姿】

H30事業費（千円）

特定財源
一般財源 H30 H31 H32

594

0

594

2,021

0

2,021

3,771

825

2,946

909

0

909

3,093

0

3,093

Ⅱ(3) 教育総務課

　学校・家庭・地域と関係機関との連携を図りながら、青少年の心と体の健やかな発達を促し、正義感や倫理観にあふ
れた豊かな人間性を育むことで、青少年が人生の目標を見出し、たくましく成長しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

2
白河市青少年育成市民会議運
営事業

青少年の健全育成に関する事業に要する費用の一部を補助する。 継続 教育総務課

区分

教育総務課1 家庭教育学級開催事業
家庭の教育力の向上を図るため、保育園、幼稚園、小・中学校において、保護者
を対象に家庭教育学級を開催する。

継続 Ⅱ(3)

教育総務課

5 少年センター運営事業 青少年の非行防止のため、少年補導員等が地域の巡回活動を実施する。 継続 教育総務課

3
キッズシアター（演劇教室）開催
事業

質の高い本物の舞台芸術を鑑賞することにより、子どもたちの豊かな感性や想
像力を育み、情緒豊かな児童の育成を図る。

継続 Ⅱ(3)

4 舞台芸術鑑賞授業開催事業
中学生に質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供することにより、豊かな感性や想
像力を育み、創造性豊かな人間形成を図る。

継続



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策 ４－３　生涯学習社会の実現

【めざすまちの姿】

H30事業費（千円）

特定財源
一般財源 H30 H31 H32

50

0

50

250

0

250

361

200

161

4,842

0

4,842

494

0

494

36,840

36,840

0

6,802

0

6,802

1,800

0

1,800

2 生涯楽習フォーラム運営事業
市民の意識高揚と生涯学習の必要性を啓発するため「生涯学習講演会」を実施
する。

継続

教育総務課

市立図書館読書普及事業 講演会を通じて読書に対する関心を高め、図書館の更なる利用拡大を図る。

3

継続 Ⅱ（３）

教育総務課1 「市民共学」出前講座開催事業
学習機会の充実及び意識啓発を目的に、市民の要望に応じて市職員やボラン
ティア登録者を講師として派遣し、市政の説明、専門知識を生かした実習等を通
じ、市民の学習意欲の高揚を図る。

継続

地方創生
事業

担当課区分

　市民が生涯にわたって、誰もがあらゆる機会やあらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かす
ことができる生涯学習社会が実現されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

中央公民館
各地域公民館

白河サテライト教室等事業

福島大学との連携により、幅広い市民の参加と質の高い学びの場や機会の提供
を目的として、福島大学白河サテライト教室を開催する。
また、更なる学習機会の充実を図り、市民の学習意欲を喚起するため、大学の出
前講座を開催する。

継続

6 図書・視聴覚資料等整備事業
市民の要望等に対して多くの図書資料を提供し、充実を図るとともに、こどもの本
や大活字本などきめ細かい蔵書や視聴覚資料の整備を図る。

継続 Ⅱ（３）

教育総務課

図書館8
白河地域発行新聞アーカイブ化
事業

　昭和24年から48年に発行された白河地域の地方新聞を電子データ化と紙によ
る複製を行い、貴重な地域資料の保存に努める。

継続 Ⅱ（３）

図書館

4 公民館活動事業（４地域）
市民の健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増進、教養の向上を図るた
め、公民館において各種教室を開催する。

継続

図書館5

図書館7
図書館情報システム及び地域
交流会議室予約システム更新
事業

来館者が１日平均１，０００人を超え、市民に親しまれている市立図書館の更なる
サービス向上のため、より充実したウェブサービス機能を備えた図書館情報シス
テムを導入する。

新規 Ⅱ（３）



-

-

-

図書館9 まちかど・家庭美術館事業
　家庭や商店などの壁面を一流の絵画が彩ることにより、美術文化の醸成に資
するため、図書館において複製絵画を収集し、期間を設けて貸出しする。

継続 Ⅱ（３）



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策 ４－４　文化・スポーツの振興

【めざすまちの姿】

H30事業費（千円）

特定財源
一般財源 H30 H31 H32

3,500

3,500

0

4,000

4,000

0

1,117

0

1,117

172,000

172,000

0

33,068

12,753

20,315

35,655

0

35,655

3,000

0

3,000

継続 文化振興課2

3ヵ年の事業計画
区分

地方創生
事業

担当課

1 しらかわ音楽の祭典事業

市民に音楽等に関する表現と鑑賞の機会を提供する。
第１部：「市民音楽祭」（市内小・中・高校生及び一般団体による合唱・合奏）
第２部：「著名な音楽家によるコンサート」
第３部：「震災復興音楽祭」
           （東日本大震災で被災した方の追悼と復興を祈願する音楽祭）

継続 Ⅱ(3) 文化振興課

文化振興補助事業

　市民の文化活動が活発化し、子どもから大人まで市内で多くの文化・芸術にふれることができる環境が整備され、個
性豊かな文化が創造されています。
　市民の多様なニーズに対応できる、スポーツ指導者が育成されるとともに、スポーツ施設の整備・充実が図られること
で、市民の誰もがスポーツを身近に楽しむ環境が整っています。

No 事業名 事業概要

白河市内に活動の拠点を有し、音楽・美術・演劇・民俗芸能等の文化活動を行う
団体、または個人が、その活動を広く市民に発表する事業、県内外で行われる発
表会等への参加、文化財の保護、次世代の育成や他団体との交流等の取組み
に対し補助金を交付する。

中山義秀記念文学館

文化振興課

6 戊辰150周年記念事業
戊辰150周年の節目の年を迎えるにあたり、戊辰戦争における白河の地の歴史
的意義の再検証と先人の功績を学ぶとともに、本市の貴重な歴史・文化の発信
を行い、戊辰150周年の機運を高めるための各種事業を実施する。

継続 Ⅲ(3) 文化振興課

5 文化創造推進事業
創造的な舞台芸術事業を積極的に行うとともに、舞台芸術に関心のある市民層
の開拓や、地域の文化芸術事業に主体的に関わる人材の育成を図る。

継続 Ⅱ(3)

文化振興課

文化振興課継続

3 宗祇白河紀行連句事業
本市の歴史・文化を題材とした連句の募集を通じ、歴史の再認識とともに、中高
生及び一般市民の文芸文化の振興と情報発信を図る。

継続

Ⅱ(3)4 白河文化交流館管理運営事業
文化芸術の振興拠点として、また、市民相互の交流活動拠点としての役割を果
たすため、効果的・効率的な運営及び施設管理を行うともに、多彩で質の高い自
主事業を企画・運営する。

7 中山義秀顕彰会運営事業 中山義秀顕彰会に対して補助金を交付する。 継続



3,587

3,587

0

510

510

0

10,000

8,000

2,000

-

-

-

29,302

26,000

3,302

870

0

870

1,800

0

1,800

9
総合型地域スポーツクラブ育成
事業

8 スポーツ振興基金活用事業
スポーツ団体の組織育成や地域スポーツの振興を図るため、激励金の交付やス
ポーツ団体等への補助を行う。

継続 スポーツ振興課

スポーツ振興課

生涯学習スポーツ社会に向け、地域住民の健康づくり・人づくり・交流の場づくり
を目的に活動し、生涯スポーツの環境づくりの支援を行う。
※講師を招聘した講演会、研修会等の開催補助及びクラブ設立の際に補助。

継続 スポーツ振興課

「駅伝のまち　しらかわ」を全国にアピールするとともに、駅伝を通した交流を深め
ることを趣旨として、しらかわ駅伝競走大会を開催する。

継続 Ⅱ(3)

白河市スポーツ推進計画策定
事業

平成３０年度に策定したスポーツ推進計画の追跡アンケートを実施する。 継続

10

11

しらかわ駅伝競走大会開催事
業

12

14 しらかわ郷里マラソン開催事業 しらかわ郷里マラソンを開催する。

13
天狗山旗争奪東北関東選抜壮
年軟式野球大会開催事業

体育施設の修繕等を実施する。

継続

スポーツ振興課体育施設改修事業

Ⅱ(3)

天狗山旗争奪東北関東選抜壮年軟式野球大会を開催する。 継続

継続

スポーツ振興課

東地域振興課

表郷地域振興課



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策 ４－５　歴史や伝統文化の保存・継承

【めざすまちの姿】

H30事業費（千円）

特定財源
一般財源 H30 H31 H32

2,984

320

2,664

52,907

49,035

3,872

400

0

400

9,258

7,408

1,850

4,337

2,136

2,201

5,500

5,500

0

257,559

175,314

82,245

1,134

542

592

文化財課8 小峰城跡発掘調査報告書作成事業
昭和62年度から平成13年度に実施した、小峰城跡の本発掘調査について、平成
22、24～34年度の12ヵ年事業として資料整理･報告書作成を行う。

継続 Ⅲ(1)

5 天王山遺跡発掘調査事業
平成28年度から平成32年度までの5ヵ年事業として、遺跡の範囲・内容等を明ら
かにする確認調査を実施する。

継続 Ⅲ(1)

　歴史・伝統文化が次世代に受け継がれることで、地域に対する理解が深まるとともに、地域の連帯感が醸成され、白
河市独自の歴史・伝統文化が生きたまちづくりが行われています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

2 小峰城跡史跡整備事業
整備基本計画に基づき、文化財の保護及び将来に向けた史跡の一体的整備の
ため、民有地の公有化、園路、施設整備を行う。

継続 Ⅲ(1)

文化財課

区分
地方創生

事業
担当課

文化財課

文化財課

まちづくり推進課

文化財課

文化財課Ⅲ(1)

7 文化財補助災害復旧事業
小峰城跡について、築出櫓周辺部及び鎮護神山東工区の石垣修復工事を実施
する。平成２３年度に着手した小峰城石垣修復工事は、平成３０年度にて完了予
定。

継続 Ⅲ(1)

6 集古苑特別企画展開催事業
「戊辰150周年」をテーマとした企画展を開催する。戊辰戦争がはじまり、東北に
戦火が及ぶ過程、白河口での戦い、県内への波及と会津の降伏、戦後の慰霊な
どを、県内外に所蔵される資料や遺物により紹介する。

拡充 Ⅲ(1)

1 白河歴史教科書作成事業
本市に数多く残る歴史的・文化的資源を見つめなおすとともに、正しい理解と郷
土愛を醸成することを目的として作成した白河歴史の手引き「れきしら」を活用し、
「しらかわ検定」等を実施する。

Ⅲ(1)

3 無形民俗芸能等支援事業
民俗芸能や伝統行事を実施する団体等に対し、地域文化の保存や継承に要す
る費用の一部を助成する。

文化財課4 南湖公園史跡整備事業
史跡名勝「南湖公園」を良好な状態で後世に継承するため、平成28年度に策定し
た整備基本計画に基づき、月見ヶ浦地区の園路整備に向けた測量設計及び今
後の整備に向けた基本設計の作成にあたり、湖岸周辺の試掘調査を実施する。

継続 Ⅲ(1)

継続



305,980

152,925

153,055

文化財課9
小峰城跡ホープツーリズム拠点
整備事業

小峰城の石垣修復の詳細な記録や蓄積された技術等を分かりやすく紹介すると
ともに、それらを観光資源として活用する「ホープツーリズム」を実施していく拠点
として白河集古苑を増築する。

新規 Ⅲ(1)


